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本書は、『基本的な文字化の原則（Basic Transcription System for Japanese:BTSJ）』（以下、
BTSJと略す）を用いて文字化された会話資料、または、すでに一般公開されている『BTSJ
日本語自然会話コーパス』に収録された会話資料を用いて行われた研究を収めた論文集で
ある。
まず、本書の核となるBTSJと『BTSJ日本語自然会話コーパス』について概略を述べよ
う。BTSJとは、会話におけるオーバーラップや割込み、沈黙などの要素を含む会話を、
語用論的な分析に適する形で文字化するための原則であり、本書の編者である宇佐美に
よって1997年に発表された。その後、改良を経て、現在は2019年版のBTSJが発表されて
いる。『BTSJ日本語自然会話コーパス』はBTSJに基づいて文字化された会話文を収録し
たコーパスである。2002年に限定的に公開された『BTSによる多言語話し言葉コーパス
─日本語１』から改良と拡大を続け、現在は『BTSJ日本語自然会話コーパス（トランス
クリプト・音声）2020年版』が公開されている。当該コーパスを公開するWebページに
よると、合計377会話、約53時間のデータが収録されている１。
当該コーパスのWebページによると、コーパス公開の目的は「質的分析に留まっている
「言語運用」に重きを置いた「語用論的研究」の妥当性や信頼性を高めるために、より多
くの条件統制されたデータでその知見を計量的にも検証できるようにし」、また「自然会
話をデータとする言語運用、人間の相互作用の研究の発展を促進する」ことであると述べ
られている２。当該コーパスでは、対話相手の年齢、性別、話者の関係など、話者の話し
方に大きな影響を与える社会的要因についての条件の統制を行って、会話データの収集が
行われている。また、会話以外の社会的要因も分析対象とするため、統制された会話デー
タの条件だけでなく、話題、話者の職業、その他の属性についても情報公開されている。
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1.2　本書の意義
本書は、2017年に国立国語研究所で行われた「日本語教師セミナー：自然会話コーパス
の分析を日本語教育に生かす！─明日の授業へのヒント─」および「第１回BTSJ日本語
自然会話コーパスシンポジウム」の発表者と、1997年から2007年くらいまでの間に東京外
国語大学の大学院に在籍し、BTSJやBTSJ自然会話コーパスに携わった宇佐美の元ゼミ生
たちを中心に執筆されている（本書p.v）。
本書に収録された諸論文の共通点は、言語運用の分析に主眼を置いている点と、BTSJ
を用いて文字化されたデータを分析対象としている点である。また、それぞれの論文にお
いて、言語の運用を分析するために様々な枠組みや手法が用いられている。本書の言葉を
借りれば、「本書に収められた諸論文が、全体として「コミュニケーションの本質」を紡
ぎだ」すことが目指されている（本書p.v）わけであるが、それぞれの論文が異なる手法
を用いていることによって、読者は言語の運用を分析することの奥行きの深さを感じるこ
とができる。そのため、BTSJや『BTSJ日本語自然会話コーパス』を知らなかった読者や、
語用論的な研究手法に興味はあるもののまだ不慣れである読者にとって、本書は当該コー
パスや語用論的アプローチへの興味をかきたて、ぜひ自分も使ってみたいと思わせる指
南書のような位置づけになるだろう。また、それらに対して知見の深い読者にとっては、
BTSJや『BTSJ日本語自然会話コーパス』を資料として行われる多様な研究に触れること
で、さらに視野を広げる役割を果たすだろうと思われる。
２．本書の構成と概要
本書には以下の10編の論文と、BTSJ2019年改訂版が収録されている。
語用論的分析に適した『基本的な文字化の原則（BTSJ）』開発の背景とその特徴
（宇佐美まゆみ）
ディスコース・ポライトネス理論から見た共同発話文：ディスコース・ポライト
ネス理論が言語教育に示唆すること（木林理恵）
初対面雑談場面における否定応答詞と否定応答表現：対話相手との年齢差に着目
して（野口芙美）
接触場面と母語場面における母語話者の「言い換え」：日常的な接触経験と対話
相手の日本語レベルの観点から（平山紫帆）
日本語教育のための会話のターン交替とその語用論的特徴の分析（磯野英治）
ディスコース・ポライトネス理論に基づいた日中対照研究の方法と実践：BTS
コーパスを利用して（毋育新）
ディスコース・ポライトネス理論から見る親疎関係によるポライトネスの日中対
照研究：語彙の丁寧度を中心に（李宇霞）
日本語会話物語の類型：対人的機能による分類（鈴木卓）
「だから」の語用論的分析は、いかに日本語教育に生かせるか（萩原孝恵）
自然なコミュニケーションの特徴は、会話教育にいかに生かせるか（川口義一）
以下、10編の論文について、『BTSJ日本語自然会話コーパス』を使ったことがない読者
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や、語用論的研究に興味を持ち始めた読者に、各論文が与えるだろう示唆を中心に、概略
を述べていくことにする。
宇佐美論文では、BTSJを開発した経緯やBTSJの意義について述べられている。本稿の
筆者はコーパス作成のために日本語学習者の会話を文字化するルール作成に携わったこ
とがある。当時、BTSJも参考にしたが、そっくりそのまま借用することはできなかった。
それは、筆者らが構築するコーパスの目的が『BTSJ自然会話コーパス』とは異なってい
たからである。「すべての研究に万能な「文字化」の方法などありえない」（本書p.3）と
述べられているように、文字化の方法はそれぞれの目的に応じて異なるが、だからこそ、
語用論的研究のために作成されたBTSJには、語用論的研究において見据えるべき事柄を
文字化する方法が丹念に練り上げられ、収められているといえる。つまり、BTSJを読む
ことで、語用論的研究の世界が見えてくるといえるだろう。
木林論文は、共同発話文をディスコース・ポライトネス理論（宇佐美2008など）に基づ
いて分析したものである。共同発話は２人以上の話者が１つの文を作るような現象で、日
本語における協調的な言語行動として分析・考察されてきた。しかし、木林論文では、共
同発話が理解の表示やポジティブ・ポライトネスとは捉えにくく、マイナス効果となった
発話も分析の対象としている。また、共同発話文の生起率が数パーセント程度であること
から、共同発話文がない状態をディスコース・ポライトネス理論でいう「無標行動」「無
標ポライトネス」であると規定し、共同発話文の分析を試みている。ディスコース・ポラ
イトネス理論を用いて分析を行ったことがない読者にとってもわかりやすく、興味を引き
起こされることと思われる。
野口論文は、否定応答詞と否定応答表現を分析対象とし、それらが対話相手との年齢差
によってどのように異なるかをポライトネス理論の観点から分析している。否定という行
為は、依頼、断り、謝罪などの行為と並んで、日本語教育における関心が高い。野口論文
では『BTSJによる日本語話し言葉コーパス（トランスクリプト・音声）2011年版』から
45会話を対象にしている。この研究は本コーパスが条件統制されたコーパスであるからこ
そ可能になるものといえるだろう。
平山論文は、接触場面における母語話者の「言い換え」を研究対象とし、「母語話者の
非母語話者との日常的な接触経験」および「対話相手の日本語レベル」による違いを探っ
ている。その結果、接触経験の多い母語話者ほど言い換えを多用することや、相手の日本
語レベルが低いほどより多く「具体化」の言い換えを行うことが明らかになった。語用論
的関心と社会言語学的な関心とが融合する好例である。また、母語話者の接触経験を軸に
対話スキルの変容をとらえる平山の視点には、徳川（1999）の述べるウェルフェア・リン
グイスティックスを重ねることができる。ぜひ同類の多くの研究を見てみたい。
磯野論文は、ターン交替に必要な形式について、その語用論的特徴を詳細に分析してい
る。「いいえ」の代用となるものや、「そうですね」や「あの・あのー」が持つ機能的バリ
エーションについて、独自に作成したコーパスの用例をもとに事例を挙げている。その結
果が日本語教育にどう貢献できるかという問いの答えとして、磯野は「あの・あのー」を
例に「授業で学習者から質問があれば、指示詞との比較をしながら、具体的な用法と例文
をその場で出せる技術こそ、教科書プラスαの教師の腕の見せ所」（本書p.154）と述べる。
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メイナードによる『談話表現ハンドブック』や浅田による『現代感動詞用法事典』などが
想起され、そのような形で研究の蓄積が結実することが待たれる。
毋論文は、ディスコース・ポライトネス理論（宇佐美2008など）に基づいた日中対照研
究の方法と実践を述べるものである。毋は『BTSJ日本語自然会話コーパス』とそれに倣っ
て独自に収集した中国語母語話者自然会話コーパス『BTSCコーパス』のデータを用いて
分析を行っている。言語の運用を分析するためにはデータ収集が欠かせないが、収集は容
易なことではない。研究事例として示された分析で使用しているのは20会話であるが、条
件統制されたデータが多数あることによって研究の可能性は大きく広がる。日中対照研究
の今後の展開を感じさせるものである。
李論文でも日中対照研究が行われている。敬語体系を有する日本語と、有さない中国語
のポライトネスの共通点を探るために、日本語のコーディングにはスピーチレベル、中国
語のコーディングには語彙の丁寧度という異なる観点を用いている。しかし、ディスコー
ス・ポライトネス理論という共通の枠組みで分析することにより、異なる言語間での比較
を可能にしている。毋論文に続き、日中対照研究を志す読者には有益な論文であろう。
鈴木論文では、日本語会話物語の類型化について述べられている。鈴木は、選択体系
機能言語学のジャンル理論による英語会話物語の分類を日本語自然会話のデータに適用
し、その結果、この分類体系の使用にはいくつか困難な点があることことを明らかにして
いる。鈴木は、欧米ではジャンルの概念と研究は長い歴史を持つとして、複数の考え方を
提示しているが、そこには「ジャンルを普遍的なものではなく、少なくとも部分的には社
会・文化依存的なもの」（本書p.222）ととらえる視点が共通していると指摘している。こ
れは、語用論的研究を行う上で、他の言語や社会文化を基準に構築された分類体系を援用
することの難しさを示しており、多くの対照研究において現れる困難点であろう。毋論文
や李論文も同じ問題に立ち向かっているが、ディスコース・ポライトネス理論がそれを乗
り越えるのだとしたら、その違いについて考えることが求められると思われる。
萩原論文は、母語話者が頭の中に有している〈語用論的知識〉の具体的な記述を試みる
ものである。発話態度が前景化しやすく〈わたしの理論〉が現れる接続詞「だから」「で
も」「だって」を対象に分析し、日本語教育への応用を視野に入れた３語の語用論的知識
の一覧表を付している。いかに伝えるかだけでなく、「いかに相手に伝わるか、いかに相
手に受け取られるか」（本書p.282）という視点を提案しており、語用論的研究が日本語教
育に貢献するひとつの方向性を示している。
川口論文は、『BTSJによる日本語話し言葉コーパス2011年版』における論文指導の会話
を資料とし、助動詞の「デショウ」「カモシレマセン」、接続助詞「ト」「バ」のコミュニ
ケーション機能を分析したものである。その結果を日本語教育の初級教科書と比較し、教
科書においては、自然談話に見られる文法項目の機能が十分学習できないことを示してい
る。これらは川口が長年提唱している「文脈化」（川口 2001など）の観点から行われた分
析であり、「自然談話」を資料として提供する当該コーパスが多様な貢献をし得ることを
示している。
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３．データを知ること
最後に、データ収集について考えたい。言語を対象とする研究を行う際にコーパスを活
用する人は少なくないだろう。『BTSJによる日本語自然会話コーパス』は2018年版からは
国立国語研究所から公開されているが、国立国語研究所のWebサイトを覗くと、当該コー
パスだけでなく、大規模なコーパスが複数公開されていることがわかる。
しかし、コーパスは万能ではない。『BTSJによる日本語自然会話コーパス』の公開目
的が、言語運用に重きを置いた語用論的研究の妥当性や信頼性を高めることであるよう
に、それぞれのコーパスには異なる目的が設定されている。コーパス構築過程において
は、データ収集の方法から文字化の法則に至るまで、その目的を達成するための方針が貫
かれている。つまり、データを生の形ではなく、ある一定の方針に基づくデータの集合体
として公開する限りにおいて、データは志向性を持たざるを得ない。そのため、データ使
用者はそのコーパスの設計やデータの中身を十分理解したうえでデータを使用する必要が
ある。そのような理解無くしてはデータを有効活用することができない。
コーパスは作って終わりではなく、どのように使われていくかで評価が決まるともいわ
れる。本書はBTSJや『BTSJによる日本語自然会話コーパス』を用いた多角的な研究を読
者に示すことにより、データの有用性や研究の広がりを見せている。これに触発されて、
多くの読者がデータの前で試行錯誤することこそ、本書の成果と言えるだろう。
データを収集し世に出すことは簡単なことではない。編者である宇佐美の元所属先の東京外国
語大学や現所属先の国立国語研究所で多くの人が作業に関わり、地道な作業を何年も積み重ね
た結果として、私たちがデータを享受している。そのことに感謝しつつ、新たな研究を進めてい
くことが作成者たちへの恩返しであろう。読者には、ぜひ本書の諸論文の後に続いてもらいたい。
注
1　『BTSJ日本語自然会話コーパス』を公開しているWebページとして、参照したものは次の通りで
ある。https://ninjal-usamilab.info/lab/btsj_corpus/（８月21日最終確認）
2　参照URL　https://ninjal-usamilab.info/lab/btsj_corpus/（８月21日最終確認）
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